
【デジタルツール販売事業者向け】

ふくいデジタル導入チャレンジ補助金
対象デジタルツールの募集案内

ふくいデジタル導入チャレンジ補助金の対象となるデジタルツールを募集します。
対象ツールは県が作成のカタログに登録し、導入企業に対して別途補助金の支援をします。

応募ができる事業者
・一般社団法人福井県情報システム工業会の会員企業
・ふくいデジタル推進アライアンスの会員企業

登録対象となる
デジタルツールの要件

（１）生産性向上・業務効率化に関する要件
➀単なる電子化にとどまらず、工数削減など業務プロセスの改善が
明確なものであること
➁データ連携（API）またはエクスポート（CSV出力）が可能であり、
二重入力を削減する工夫があること

（２）セキュリティ対策に関する要件
➀通信暗号化やアクセス権限管理などのセキュリティ対策を
実装していること
➁データの保存場所が原則として国内であること

（３）サポート体制に関する要件
➀導入時サポート（原則対面）が提供されること
➁運用サポート（原則対面）が継続的に提供されること

（４）価格・契約条件に関する要件
➀価格体系が明確であり、不当な抱き合わせ（キャッシュバック等）が
ないこと
➁最低利用期間および解約条件が明示されていること
③クラウド型デジタルツールについては、導入前に、原則として１か月
以上の無料トライアルが提供されること。なお、その他の形態のツー
ルについては、機能説明やデモ等により導入前の検証機会が提供され
ること。導入前に、原則として１か月以上の無料トライアルが提供さ
れること

（５）その他
➀県が公表するカタログに掲載し、県ホームページ上で公表可能である
こと

事業者に求める事項
・デジタルツール導入事業者に対し、補助金制度の内容について説明を
行うとともに、補助金申請に必要な支援の実施

・県やふくい産業支援センター等が実施するイベント等への参加・協力

募集期間 令和８年４月１０日（金）から令和８年５月１１日（月）

応募方法
・デジタルツール登録申請書および概要が分かる資料を電子メールで提出
・県において登録要件への適合性を確認し、カタログに登録・公開

提出先アドレス：info@fukui-dx-support.jp

その他

・同一の事業者が登録申請できるデジタルツール数は、上限３ツール。
ただし、登録できるデジタルツール数は、区分ごとに次のとおり。
①生産性向上・業務効率化に効果のあるツール ２ツール／社
②他社への波及効果が認められるツール １ツール／社

・デジタルツールの登録は、補助金交付を確約するものではありません。
・様式、詳細等は県ホームページでご確認ください

お問合せ
県内企業のデジタル投資支援事業関連補助金事務局

〒91８-8１０４ 福井市板垣3丁目１５１０ ウララコミュニケーションズ内
TEL：０７７６-３６-４０６０ Mail：info@fukui-dx-support.jp



ふくいデジタル導入チャレンジ補助金
補助制度の概要

補助金の目的

本補助金は、DXの重要性は認識しているものの、導入す
べきデジタルツールが分からず、DXに本格的に取り組めて
いない県内企業を対象とします。
デジタルツールのカタログを作成し、ツール選定を支援

するとともに、デジタルツール販売事業者の協力のもと、
当該ツールの導入を支援することで、県内企業におけるDX
の裾野拡大を図ることを目的とする補助制度です。

補助対象者

・福井県内に主たる事業所を有しており、従業員数

１００名以下の事業者

・過去３年以内に国、県または市町のデジタルツール導

入に係る補助金を受けていない者

・補助金の交付を受けた事業者は、補助を受けた年度に実

施する「ふくいDXチャレンジアワード（仮称）」に出

席するとともに、今年度以降の同アワードへ積極的に

応募すること

補助対象ツール
今回、県が作成するデジタルツールカタログに登録されて
いるデジタルツール

補助対象経費
導入するデジタルツール本体にかかる経費（初期設定費、
環境構築費を含む）、クラウド月額使用料、導入サポー
ト料 等

補助率・
補助限度額

（１社あたり）

補助率：１／２
補助限度額（１社あたり）：５０万円／１社

デジタルツール
導入予定件数

５０件を予定しています。

公募期間

本補助金の受付は、令和８年６月頃の公募開始を予定し
ております。受付は、以下のスケジュールで複数回に分け
て実施する予定です。
・第1次受付： 6月末締切
・第2次受付： 7月末締切
・第3次受付： 8月末締切
・第4次受付： 9月末締切
・第5次受付：10月末締切
※申請状況や予算の執行状況等により、受付が予定より早
く終了する場合や、予定している回数を超えて追加の受付
を行う場合があります。
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